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如
月
半
ば
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
昨
年
は
会
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。
本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

蓮
通
信
43
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

   

第
11
回
定
時
総
会
開
催

　

蓮
文
化
研
究
会
第
11
回
総
会
は
、
豊
島
区
立
勤
労
福
祉

会
館
で
、
１
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
30
名
の

出
席
と
、
65
名
の
委
任
状
を
い
た
だ
き
開
会
。
提
出
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
４
時
50
分
終
了
。

　

議
事
進
行
と
昨
年
の
報
告
お
よ
び
今
年
の
事
業
予
定
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。（
同
封
別
紙
を
参
照
下
さ
い
）

開　

会

議
長
選
出　

伊
藤
俊
久
氏

会
長
挨
拶　

南
定
雄
会
長

議
事
進
行　

２
０
０
８
年
事
業
報
告　

　
　
　
　
　

２
０
０
８
年
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
理
事
紹
介

　
　
　
　
　

２
０
０
９
年
事
業
計
画
提
出

　
　
　
　
　

２
０
０
９
年
予
算
案
提
出
。
そ
の
他
。

閉　

会　
　

会
員
の
自
己
紹
介　

講
演
会　
　

北
澤
光
太 

君 

／ 

池
上
正
治 

理
事

懇
親
会　
　

池
袋
駅
近
く
の
居
酒
屋
に
場
所
を
移
し
、
25
名

の
参
加
で
、
情
報
交
換
と
蓮
縁
の
絆
を
深
め
る
酒
宴
と
な

り
ま
し
た
。
光
太
君
御
一
家
も
同
席
し
て
い
た
だ
き
、
蓮

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

   

絶
賛
！ 

光
太
く
ん
11
歳
「
蓮
の
世
界
」
講
演

　

今
年
の
蓮
文
化
研
究
会
の
総
会
・
講
演
は
２
題
、
あ
る

人
に
い
わ
せ
れ
ば
、
孫
と
爺
さ
ん
の
蓮
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
か
。
確
か
に
、
演
題
「
蓮
の
世
界
」
の
小
学
５
年
生

の
北
澤
光
太
く
ん
と
、
還
暦
を
す
ぎ
て
２
歳
、「
埃
及
（
エ

ジ
プ
ト
）
ロ
ー
タ
ス
を
観
る
」
の
池
上
理
事
で
は
、
年
齢

が
約
６
倍
ち
が
い
ま
す
。

　

そ
し
て
注
目
の
的
は
、
や
は
り
光
太
く
ん
で
し
た
。
千

葉
市
瑞
穂
小
学
校
に
通
う
光
太
く
ん
は
、
こ
の
２
年
間
、

東
大
の
緑
地
植
物
実
験
所
が
主
催
す
る
勉
強
会
に
参
加
、

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
蓮
を
育
て
て
、
よ
～
く
蓮
を
勉
強
し

い
よ
待
望
の
エ
ジ
プ
ト
の
ロ
ー
タ
ス
に
う
つ
り
ま
し
た
。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
内
部
、
神
殿
の
柱
、
神
殿
に
刻
ま
れ

た
ロ
ー
タ
ス
の
写
真
を
投
影
し
て
の
説
明
で
し
た
。
エ

ジ
プ
ト
に
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
神
殿
は
も
と
よ
り
、
生

活
の
中
に
た
く
さ
ん
の
ロ
ー
タ
ス
文
様
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、最
後
の
一
枚
の
写
真
で
エ
ジ
プ
ト
・
ロ
ー

タ
ス
の
正
体
が
判
明
し
ま
し
た
。、
国
立
考
古
学
博
物
館

の
入
口
に
は
、
パ
ピ
ル
ス
が
生
え
、
ロ
ー
タ
ス
が
咲
い

て
い
ま
し
た
が
、ロ
ー
タ
ス
は
睡
蓮
で
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
・

ロ
ー
タ
ス
は
、蓮
（ lotus  N

elum
bo

科 

）
で
は
な
く
、

睡
蓮
（ w

aterlily  N
ym

phaea

科 

）
な
の
で
し
た
。

   

第
11
回
定
時
総
会
報
告
・
別
紙
に
つ
い
て

二
〇
〇
八
年
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
第
六
期
理
事
就
任
、

二
〇
〇
九
年
の
事
業
計
画
、
予
算
案
は
別
紙
の
通
り
で
す
。

二
〇
〇
九
年
の
事
業
予
定

　

１
月
24
日　

第
11
回
総
会　

蓮
文
化
だ
よ
り
発
行

　

２
月
初
旬　

蓮
通
信
43
号
、
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
発
送

　

４
月
11
日  

（
土
）
第
43
回
例
会
「
蓮
根
植
替
え
実
習
及
び

　
　
　
　
　
　

蓮
根
分
根
」
東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

　

６
月
20
日
（
土
）
第
32
回
例
会
・
情
報
交
換
会

　

６
月
中
旬　

蓮
通
信
44
号
発
行

　

６
月
下
旬
日　

第
23
回
中
国
荷
花
展
参
加

　

７
月
中
旬   （
土
）
第
45
回
例
会
観
蓮
会　

場
所
未
定

　

９
月
中
旬　

蓮
通
信
45
発
行

　

９
月
30
日　
『
会
報
蓮
文
化
だ
よ
り
』
14
号
原
稿
締
切
り

　

10
月
中
旬　

第
46
回
例
会
・
情
報
交
換
会　

　

11
月
下
旬　

蓮
通
信
46
号
発
行

   『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
発
行

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
に
は

19
名
の
会
員
よ
り
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
集
は
フ
ラ

ン
ス
の
蓮
祭
り
と
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
咲
い
た
蓮
の
花
を
、

雅
子
ヴ
ィ
ラ
ー
会
員
が
調
査
を
し
た
記
録
で
す
。
会
員
各
位

に
は
例
年
ど
お
り
、
二
部
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
一
部
は
手

元
に
、
一
部
は
蓮
文
化
向
上
の
た
め
に
、
蓮
に
興
味
あ
る
方

に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
会
員
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
余
分
に
ご
希
望
の
方
は
、
一
部
五
百
円

（
送
料
別
）に
て
頒
布
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
。

て
き
ま
し
た
。
光
太
く
ん
の
研
究
ノ
ー
ト
「
蓮
の
世
界
」

は
、
昨
年
末
、
千
葉
市
の
小
中
学
特
別
支
援
学
校
児
童

生
徒
作
品
総
合
展
覧
会
で
「
科
学
部
門
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
栄
誉
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
内
容
を
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

（
お
父
さ
ん
が
）
放
映
し
、Ｑ
＆
Ａ
を
ふ
く
め
約
１
時
間
、

光
太
く
ん
は
マ
イ
ク
を
手
に
熱
演
し
て
く
れ
ま
し
た
（
写

真
）。
と
き
に
シ
ェ
ー
！
と
か
言
い
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん

ど
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々
た
る
も
の
で
し
た
（
緊

張
し
て
い
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
担
当
の
お
父
さ
ん
と
、

ビ
デ
オ
担
当
の
お
母
さ
ん
？
）。

　

会
場
か
ら
は
、
そ
の
小
学
生
ば
な
れ
し
た
レ
ベ
ル
に
、

た
め
息
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
講
演
内
容
に

つ
い
て
は
、
次
号
の
会
誌
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』（
14
号
、

来
年
発
行
）
で
や
や
詳
し
く
報
告
し
ま
す
。

　

埃
及(

エ
ジ
プ
ト
）
ロ
ー
タ
ス
を
観
る　

池
上
正
治

　

講
師
の
北
澤
君
と
池
上
理
事
の
講
演
を
聞
き
に
、
12
名

の
会
員
以
外
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
50
名
定
員
の
会

場
は
一
パ
イ
で
し
た
。
池
上
理
事
は
、
日
本
が
中
心
の
世

界
地
図
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
世
界
地
図
（
日
本
は
東
の

端
に
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
心
の
世
界
地
図
（
日
本
は

逆
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
）
会
場
を
盛
り
上
げ
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
出
て
く
る
ロ
ー
ト
ス
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ス

ン
の
『 The Lotus-E

ater 

』
の
紹
介
と
、
サ
マ
セ
ッ
ト
・

モ
ー
ム
の
短
編
小
説The Lotus-E

ater
の
載
っ
て
い
る

『
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
全
集
』（
第
30
巻　

新
潮
社
）
の

訳
に
、蓮
は
で
て
き
ま
せ
ん
が
、第
23
巻
の
「
支
那
学
の
徒
」

の
中
に
、
一
箇
所
「
蓮
」
を
発
見
の
説
明
が
あ
り
、
い
よ
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蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
（ 

１ 

～ 

１
０
０
ま
で
、
９
０
を
残
す
の
み 

）

　

０
９
４

　

古
代
中
国
に
は
蓮
の
専
門
書
が
あ
る
？

　

あ
り
ま
す
、
清
代
（
１
８
０
８
年
）
の
『
缸
荷
譜
』(

こ
う
か
ふ) 

が
そ
れ
で
す
。
著
者
の
楊
鐘
宝
は
上
海
の
人
、
江
南
（
江
蘇
・
浙
江

の
一
帯
）
の
蓮
を
調
べ
て
、
33
品
種
の
花
蓮
を
選
び
だ
し
、
そ
れ
ら

を
考
察
し
た
結
果
の
著
作
で
す
。

　

こ
の
『
缸
荷
譜
』
を
、「
中
国
初
の
花
蓮
の
専
門
書
」
と
高
く
評

価
し
て
い
る
の
は
、王
其
超
ご
夫
妻
の
『
中
国
荷
花
品
種
図
誌
』（
蓮

の
Ｑ
＆
Ａ
95
番
、
参
照
）
で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
13
世
紀
初
か
ら

19
世
紀
初
に
か
け
て
、
蓮
は
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
観
蓮
会
も
よ
く

行
な
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、『
缸
荷
譜
』
が
誕

生
し
た
の
で
す
。

　

ま
だ
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
『
缸
荷
譜
』
で
す
が
、
そ

の
主
要
な
部
分
は
、『
蓮
へ
の
招
待
』（
三
浦
功
大
著
。
蓮
の
Ｑ
＆

Ａ
97
番
、
参
照
）
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
２
０
５
～

２
０
８
頁
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
蓮
の
花
は
、
第
１
レ
ベ
ル
の
分
類
と

し
て
花
弁
（
単
弁
・
重
弁
・
千
弁
）、
第
２
と
し
て
花
の
大
き
さ
（
大
・

小
）、
第
３
は
花
の
色
（
大
紅
・
水
紅
・
銀
紅
・
捻
紅
・
白
・
灑
金
・

村
上
さ
ん
へ
直
接
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

電　

話　

０
７
４
３
‐
５
３
‐
２
８
６
０

   

蓮
の
年
賀
状
、
こ
ん
な
に
多
彩
！

　

年
賀
状
の
中
か
ら
、
蓮
の
絵
が
ら
を
、
取
り
だ
し
て
み
ま
し
た
。

花
や
果
托
の
写
真
、
自
筆
の
絵
、
独
創
的
な
組
合
せ
な
ど
、
ま
さ
に

百
花
繚
乱
で
す
。
編
集
担
当
の
周
囲
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
あ
り
、
実

際
に
は
も
っ
と
あ
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

   
蓮
根
植
替
え
実
習
及
び
蓮
根
分
根
の
お
知
ら
せ

日　

時　

２
０
０
９
年
４
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
～
14
時

場　

所　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所　

住　

所　

千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
１
０
５
１

問
合
せ　

事
務
局 
当
日
の
電
話090-3596-2822

（
三
浦
）

講　

師　

南　

定
雄 
会
長

参
加
費　

会　

員　

￥
２
０
０
０
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

　
　
　
　

非
会
員　

￥
３
０
０
０
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

集
合
場
所　

①  

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

　
　
　
　
　

②  

JR
総
武
線
新
検
見
川
駅
改
札
口

　
　
　
　

９
時
30
～
10
時
に
新
検
見
川
駅
に
着
い
た
方
は
送
迎
い
た

　
　
　
　

し
ま
す
。

宿　

泊　

宿
泊
ご
希
望
の
方
は　

会
場
近
く
に
あ
る
東
大
セ
ミ
ナ
ー
・

　
　
　
　

ハ
ウ
ス
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

宿
泊
代　

５
０
０
０
円
（
予
定
）

　
　
　
　

詳
細
は
宿
泊
希
望
者
に
後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

備　

考　

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
あ

　
　
　
　

り
ま
す
。
お
茶
の
ご
用
意
は
い
た
し
ま
す
。

締
切
り　

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
４
月
５
日

　
　
　
　

ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

   

展
示
参
加
者
募
集

　

毎
年
８
月
初
旬
、
高
橋
里
枝
子 

会
員
が
運
営
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｆ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ま
え
ば
し
」
で
、
開
催
し
て
い
ま
す
「
花
蓮
展
」
は
今
年
で

第
４
回
を
迎
え
ま
す
。
蓮
の
花
を
テ
ー
マ
に
制
作
を
さ
れ
て
い
る
方

で
、
三
人
展
で
す
が
工
芸
・
絵
画
・
陶
器
・
書
・
写
真
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
、
展
示
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
昨

年
迄
の
記
事
は『
蓮
文
化
だ
よ
り
』の
41
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
下
さ
い
。

　

問
合
せ
先　

木
暮
照
子 

理
事　

０
４
８
‐
５
５
６
‐
６
６
５
７

   

CD
「
大
賀
ハ
ス
に
よ
せ
て
」
が
カ
ラ
オ
ケ
に
入
る

　

奈
良
県
在
住
の
村
上
恒
子
会
員
の
ご

主
人
が
作
詩
・
作
曲
し
た
CD
（
Ｍ
Ｍ
Ｍ 

Ｃ
Ｄ
‐
０
０
０
１
）「
大
賀
ハ
ス
に
よ
せ

て
・
日
高
川
旅
情
」
賀
川
け
い
子 

歌
が
、

昨
年
カ
ラ
オ
ケ
（
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ウ
ガ
）
に
入

り
ま
し
た
。
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
唱
っ
て
み

て
下
さ
い
。
CD 

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
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書
物
を
ま
と
め
た
「
農
書
要
覧
」
と
い
う
本
に
は
、「
成
形
図
説
」
と

共
に
、「
草
木
六
部
耕
種
法
」
も
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
部
と
い
う

の
は
、
作
物
を
根
・
幹
・
皮
・
葉
・
花
・
実
の
ど
こ
の
部
分
を
目
的

に
す
る
作
物
か
で
分
け
、
土
質
、
肥
料
、
播
種
な
ど
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

蓮
は
蓮
根
用
の
需
根
部
と
需
花
の
双
方
に
出
て
い
ま
す
。
種
の
雌

雄
な
ど
の
、
理
解
し
難
い
記
述
も
あ
り
ま
す
が
、
肥
料
に
、
有
機
質

肥
料
の
ほ
か
に
、
石
灰
、
硫
黄
、
鉱
山
残
滓
な
ど
の
無
機
質
肥
料
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
東
金
で
池
を
作
っ
た
時
に
出
た
昔
の
蓮
実

を
処
理
し
て
播
い
て
発
芽
し
た
と
の
注
記
が
あ
り
ま
す
（
Ｋ
）。

　

０
９
７

　

現
代
日
本
に
は
蓮
の
専
門
書
が
あ
る
？

　

蓮
事
典
と
称
せ
る
ほ
ど
の
学
術
研
究
書
は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ

皆
無
で
す
。

　

蓮
は
文
化
的
に
は
仏
教
経
典
を
抜
き
に
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

を
除
く
、
そ
れ
に
準
ず
る
唯
一
の
専
門
書
を
上
げ
れ
ば
、『
蓮
へ

の
招
待
』
三
浦
功
大
著
（
２
０
０
４
年
、西
田
書
店
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
は
A5
版
４
８
７
頁
（
本
文
）
＋ 

索
引
（
37
頁
）
で
あ
り
、

最
大
の
特
徴
は
蓮
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
重
要
な
文

献
を
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
内
容
は
、
蓮
に
関
す
る
植
物
学
資
料
に
始
ま
り
、
考
古
学
、

蓮
の
歴
史
、
品
種
と
図
譜
、
観
賞
蓮
栽
培
史
、
蓮
名
所
、
蓮
に
関

す
る
行
事
、
蓮
文
様
と
美
術
な
ど
、
花
蓮
に
関
す
る
重
要
な
面
を

中
心
に
し
て
、
分
か
り
や
す
く
総
合
的
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
蓮
の
品
種
、
歴
史
的
な
文
化
資
料
や
美
術
品
な
ど
が

最
も
多
い
中
国
、
日
本
の
蓮
に
的
が
し
ぼ
ら
れ
て
お
り
、
蓮
の
生

育
形
態
、
文
化
に
係
わ
っ
て
き
た
蓮
に
つ
い
て
資
料
写
真
、
図
版

等
を
的
確
に
揃
え
て
纏
め
て
い
ま
す
。
こ
と
に
花
弁
だ
け
の
妙

蓮
、
江
戸
期
の
蓮
を
愛
で
た
大
名
の
観
蓮
等
の
豊
富
な
資
料
は
圧

巻
で
す
。

り
、
３
系
・
６
群
・
16
類
・
48
型
と
な
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。

　

第
９
章（
各
論
）は
、全
体
の
３
分
の
２
強
を
し
め
る
頁
数
で
す
が
、

品
種
ご
と
に
起
源
や
サ
イ
ズ
、
花
の
数
や
時
期
な
ど
を
詳
述
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
総
数
は
６
０
８
品
種
で
あ
り
、
巻
末
の
索
引
は
中

国
語
と
ロ
ー
マ
字
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
じ
つ
に
便
利
で
す
（
Ｍ
）。

　

０
９
６

　

日
本
古
代
に
蓮
の
専
門
書
は
？

　

日
本
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
を
通
し
て
蓮
だ
け
を
と
り
あ
げ

た
専
門
書
と
呼
べ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
か
ら
本
草
関
係
の

書
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
５
９
６
年
52
巻
に
及
ぶ
李
時

珍
の「
本
草
綱
目
」が
１
６
０
７
年
に
は
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

１
６
３
９
年
刊
行
さ
れ
た
徐
光
啓
の
「
農
政
全
書
」
に
で
て
い
る
「
蓮
」

も
元
禄
７
年
（
１
６
９
４
年
）
貝
原
益
軒
の
「
花
譜
」・
１
７
０
４
年

の
「
菜
譜
」
に
記
述
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
農
書
と
し
て
有
名
な
、「
農

業
全
書
」
は
、
１
６
９
７
年
（
元
禄
10
年
）、
宮
崎
安
貞
に
よ
っ
て
書

か
れ
ま
し
た
が
、「
農
政
全
書
」「
本
草
綱
目
」
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
島
津
重
豪
が

曽
槃
・
白
尾
国
柱
ら
に
命

じ
て
、
和
漢
の
資
料
で
考

証
さ
せ
た
「
成
形
図
説
」

（
１
８
０
４
年
～
１
８
０
５

年
）
へ
と
続
き
、
佐
藤
信
淵

の
「
草
木
六
部
耕
種
法
」（
天

保
３
年
・
１
８
３
２
年
）
の

蓮
へ
と
続
き
ま
す
。
信
淵
に

対
す
る
評
価
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
明
治
初
期
、

勧
農
局
が
農
業
に
必
要
な

錦
辺
）、
第
４
は
花
弁
の
形
（
丸
い
・
尖
る
）
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
捻
紅
（
ね
ん
こ
う
）
は
、
日
本
で
い
う
爪
紅
（
つ

ま
べ
に
）
で
す
。
灑
金
（
さ
い
き
ん
）
と
は
、伝
統
工
芸
の
世
界
で
、

「
金
箔
を
吹
き
つ
け
る
」
こ
と
で
す
が
、
蓮
の
花
の
場
合
、
ど
う
い

う
色
や
形
状
を
さ
す
か
、
不
明
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
は
ほ
ぼ
想
像

が
つ
く
で
し
ょ
う
。

　

以
上
が
、
楊
鐘
宝
い
う
と
こ
ろ
の
「
芸
法
六
条
」
で
あ
り
、
そ

の
内
容
は
今
日
な
お
一
定
の
参
考
価
値
を
も
つ
と
い
う
点
で
、
ま

さ
に
中
国
初
の
花
蓮
の
専
門
書
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
９
５　

　

現
代
中
国
に
は
蓮
の
専
門
書
が
あ
る
？

　

あ
り
ま
す
、『
中
国
荷
花
品
種
図
誌
』（
２
０
０
６
年
、
中
国
林

業
出
版
社
）
が
そ
れ
で
す
。
こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
王
其
超
・
張

行
言
ご
夫
妻
の
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど
説
明
不
要
で
し
ょ
う
。
中
国
で
、

花
蓮
の
展
覧
会
や
蓮
観
蓮
の
シ
ン
ポ
が
盛
ん
で
あ
り
、
わ
れ
ら
も

招
か
れ
て
参
加
、
出
席
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
王
先
生
ご
夫
妻
を

中
心
と
し
た
人
た
ち
の
功
績
で
あ
り
、
そ
の
お
陰
で
す
。

　

２
０
０
４
年
夏
、
ご
夫
妻
は
蓮
文
化
研
究
会
の
招
き
に
よ
り
来

日
、
東
京
か
ら
京
都
に
か
け
て
の
各
地
で
講
演
さ
れ
、
蓮
の
関
係

者
と
交
流
し
て
、
忘
れ
が
た
い
印
象
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
王
先
生
ご
夫
妻
に
は
、『
中
国
荷
花
品
種
図
誌
』

（
１
９
８
９
年
）『
中
国
荷
花
品
種
図
誌
・
続
誌
』（
１
９
９
９
年
）

な
ど
の
専
門
書
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
著
作
は
そ
の
集
大
成
と
も

い
う
べ
き
内
容
で
す
。
そ
の
特
長
は
、
み
ご
と
な
図
版
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
体
系
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
独
自
の
分
類
法
、
収
録
さ

れ
た
花
蓮
の
数
の
多
さ
で
す
。

　

全
９
章
か
ら
な
り
、
第
１
～
８
章
で
は
、
蓮
の
起
源
か
ら
分
布
、

歴
史
、
栽
培
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
７
章
で
は
、
中

国
と
日
本
の
分
類
を
比
較
し
、
中
国
で
は
最
終
的
に
二
元
分
類
と
な



- ４ -

　

１
０
０

　

蓮
の
雑
誌
は
あ
る
か
？　
　

　

あ
り
ま
す
。
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
不
忍
池
畔
で
明
治
初
期
以
来
、

途
絶
え
て
い
た
観
蓮
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
起
人
は
牧
野
富
太
郎
、

大
賀
一
郎
、
三
宅
驥
一
ら
の
植
物
学
者
で
、
当
日
は
約
70
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
以
後
、
不
忍
池
で
は
毎
年
観
蓮
会
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
観
蓮
会
の
発
起
人
が
中
心
と
な
っ
て「
蓮
の
会
」

が
創
立
さ
れ
、昭
和
13
年
（
１
９
９
８
）
に
雑
誌
『
蓮
』（
A5
版　

48
頁
）

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
16
年
の
４
号
ま
で
続
き
ま
す
が
、
戦
争

で
中
断
し
、
５
号
が
出
た
の
は
、
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
で
し
た
。

以
後
は
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
国
の
辛
亥
革
命
（
１
９
１
１
年
）
の
時
、
孫
文
を
援
助
し
た
実
業

家
・
田
中
隆
に
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
そ
の
時
の
お
礼
に
と
、
孫

文
か
ら
４
粒
の
蓮
の
実
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
蓮
の
実
を
大
賀
一
郎

が
、
１
９
６
１
年
に
開
花
さ
せ
て
「
孫
文
蓮
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
孫

文
蓮
の
開
花
を
記
念
し
、財
界
人
が
中
心
と
な
っ
て
、１
９
６
１
年
「
蓮

の
実
会
」
が
結
成
さ
れ
、
同
年
、
会
誌
『
蓮
の
実
』（
B6
版 

18
頁
）
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
８
号
（
１
９
６
２
年
）
ま
で
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
蓮
の
花
が
夏
の
花
と
し
て
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
、

１
９
９
６
年
夏
に
、『
蓮
の
話
』（
A5
版 

１
２
２
頁
）が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記
に
は
「
さ
さ
や
か
な
小
冊
子
を
だ
し
ま
す
。
発
行
意
図
は
き

わ
め
て
明
瞭
。
蓮
に
つ
い
て
の
思
い
を
自
由
に
書
い
て
い
た
だ
く
事
。

そ
し
て
夏
の
早
朝
馥
郁
と
香
気
を
漂
わ
せ
て
開
く
、
夏
の
大
宗
の
花
を

も
っ
と
、
皆
さ
ん
に
観
賞
、
育
成
し
て

い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
」
と
あ
り
ま

す
。
１
９
９
９
年
ま
で
に
４
号
が
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
「
蓮
」
を
特
集

し
た
主
な
雑
誌
は
、『
上
方
趣
味 

巨
椋

池
の
巻
』（
昭
和
７
年
11
月
号 

上
方
趣
味

社
）
で
、
昭
和
８
年
か
ら
開
墾
さ
れ
て

消
滅
す
る
巨
椋
池
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

『
武
蔵
野 

特
集
蓮
』（
昭
和
11
年
８
月
号 

武
蔵
野
会
）、『
多
摩
史
談 

特
集
蓮
』（
昭

和
22
年
12
月
号
）、『
植
物
と
自
然 

特
集

蓮
』（
昭
和
43
年
12
号
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ

ン
ス
社
）。
近
年
、
花
を
特
集
し
た
５
～

６
冊
の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
蓮
と
睡
蓮
」
の
特
集
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
割
愛
し
ま
し
た
（
Ｚ
）。

る
の
で
す
が
、
原
書
か
ら
は
、
そ
れ
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
特
有
の
キ
バ
ナ
ハ
ス lutea 

が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
２
冊
の
原
著
で
は
、
園
芸
品
種 Yellow

 B
ird 

の
記

述
が
あ
る
だ
け
で
す
。
日
本
や
中
国
と
異
な
り
、
原
産
国
で
は
、

キ
バ
ナ
ハ
ス
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
（
Ｙ
）。

　

０
９
９　

　

イ
ン
ド
に
は
蓮
の
専
門
書
が
あ
る
？

　

あ
り
ま
す
、
Ｖ
・
ＫM

alhotra

博
士 

の Lotus

（
蓮
）
が
そ
れ
で

す
。
英
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
そ
の
原
本
が
あ
り
、
そ

れ
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
原
本
は
１
９
９
４
年
、

英
語
本
は
１
９
９
９
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
永
遠
の
、文
化
的
、シ
ン
ボ
ル
」
が
、

こ
の
本
の
内
容
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
目
次
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は

さ
ら
に
明
ら
か
で
す
。
例
え
ば
、

　

６
章　

文
化
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
蓮

　

７
章　

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
伝
統
に
み
る
蓮

　

８
章　

仏
教
の
伝
統
に
み
る
蓮

　

９
章　

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
伝
統
に
み
る
蓮

　

10
章　

シ
ー
ク
教
の
伝
統
に
み
る
蓮

　

13
章　

イ
ス
ラ
ム
建
築
に
み
る
蓮

さ
ら
に
興
味
ぶ
か
い
の
が
、
最
後
の
２
つ
の
章
で
す
。

　

14
章　

芸
術
・
建
築
・
図
像
に
み
る
蓮

　

15
章　

文
学
に
み
る
蓮

ち
な
み
に
、
こ
の
本Lotus 

は
、
畏
友
で
、
イ
ン
ド
人
の
Ｋ
さ
ん
が
、

イ
ン
ド
中
を
探
し
回
っ
て
見
つ
け
だ
し
、
買
っ
て
き
て
く
れ
た
本
で

す
。
古
典
の
引
用
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
い
し
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の

部
分
も
あ
り
難
解
で
す
が
、
い
つ
か
日
本
語
で
読
め
る
日
の
く
る
こ

と
を
夢
み
て
い
ま
す
（
Ｇ
）。

　

東
洋
種
、
ア
メ
リ
カ
種
の
大
別
の
記
述
、
遺
伝
学
上
や
蓮
の
香

り
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
最
新
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
学
術
研
究
へ
の
ス
テ
ッ
プ
資
料
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た

す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
国
、
日
本
だ
け
を
み
て
も
蓮
の
資
料

は
膨
大
で
す
が
、
一
般
の
人
が
理
解
し
や
す
い
課
題
を
中
心
に
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
、
蓮
を
詳
し
く
理
解
出
来
る
便
利
な

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
ま
す
（
Ｔ
）。

　

０
９
８

　

ア
メ
リ
カ
に
も
蓮
の
専
門
書
が
あ
る
？

　

あ
り
ま
す
、
２
冊
。『W

ATE
R

 G
A

R
D

E
N

IN
G

 W
ater Lilies and 

Lotuses

』（
水
辺
の
園
芸 

睡
蓮
と
蓮
／
１
９
９
６
年
。）と『W

aterlilies 
and Lotuses

』（
睡
蓮
と
蓮
／
２
０
０
５
年
。
写
真
、
左
）
で
す
。

　

前
者
は
、
Ｐ
・
Ｄ
・
ス
ロ
ー
カ
ム
、
Ｐ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
Ｆ
・
ペ
リ
ー

の
共
著
で
、
３
０
９
頁
。
主
な
内
容
は
、
熱
帯
お
よ
び
温
帯
の
睡
蓮
、

そ
れ
と
蓮
に
つ
い
て
、
原
種
と
園
芸
品
種
、
そ
の
交
配
や
文
化
の
歴
史

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
蓮
が
主
役
で
は
な
く
、
記
述
は
11
頁
だ
け
で
す
。

　

後
者
は
、
Ｐ
・
Ｄ
・
ス
ロ
ー
カ
ム
の
独
著
で
、
２
６
０
頁
。
そ
の

内
容
は
、
主
に
前
者
の
睡
蓮
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
、
さ
ら
に
最

新
の
情
報
を
加
え
お
り
、
蓮
に
つ
い
て
は
14
頁
で
す
。
２
種
２
変
種

の
蓮
を
取
り
あ
げ
、
記
述
の
ポ
イ
ン
ト
が
園
芸
品
種
に
あ
る
こ
と
は
、

前
者
と
同
じ
で
す
。

　

か
の
ミ
セ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
は
、
日
本
で
も
人
気
の
あ
る
品
種
で

す
。
そ
れ
に
関
し
て
、「
キ
バ
ナ
ハ
ス
と
ロ
セ
ア
・
プ
レ
ナ
と
よ
ば

れ
る
紅
八
重
の
園
芸
品
種
を
交
配
し
て
、（
Ｐ
・
Ｄ
・
ス
ロ
ー
カ
ム

に
よ
り
）
１
９
６
４
年
に
作
出
さ
れ
た
」
と
の
記
述
は
興
味
ぶ
か
い

で
す
。
２
冊
の
蓮
の
本
を
書
い
た
人
が
作
り
だ
し
、
夫
人
に
捧
げ
た

花
こ
そ
が
、
ミ
セ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
な
の
で
す
。
こ
こ
で
い
う
ロ
セ

ア
・
プ
レ
ナ
は
、
日
本
や
中
国
に
よ
く
あ
る
ピ
ン
ク
系
か
と
思
わ
れ


